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【取材依頼】 

産学連携でＡＩスピーカーの活用可能性を探る 
日時：2018 年 7 月 6 日（金）10：45～14:45 

会場：関東学院大学 横浜・金沢八景キャンパス 
 
 
 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（以下「損保ジャパン日本興亜」）と関東学院大学は、デジタルネイテ

ィブ世代のＡＩスピーカーの活用可能性について探り、新商品やサービス開発に活かすため、「デジタルネイ

ティブ世代ＡＩスピーカー」と題したディスカッション形式の講義を実施します。その後、講義を受講した学

生を対象に、約３週間のアンケートを実施し、デジタルネイティブ世代の生の声・インサイトを探ります。 

ご多用とは存じますが、ご取材いただけましたら幸いです。 

 

記 
 
【実施概要】 

１．日   時：２０１８年７月６日（金）１０：４５－１４：４５ （開場１０：１５） 

２．場   所：横浜市金沢区六浦東１－５０－１ 関東学院大学 横浜・金沢八景キャンパス  

                  Ｅ１号館 ２０４教室(午前) Ｅ１号館２０３教室（午後） 

３．主 催 者：損保ジャパン日本興亜、関東学院大学 

４．参加学生数：約１００名 

   

        

【目的・背景】 

近年のデジタル技術の普及や若者の価値観の多様化に伴い、ＡＩスピーカーが新しいコミュニケーションツ

ールとなりうるかについて、多くの企業が高い関心を持っています。 

一方、多くの企業では、少子高齢化に伴い高齢者向けのサービスや商品の開発が活発化しており、各業界で将

来の主要な顧客層となる可能性のあるデジタルネイティブ世代を捉えたサービスや商品の開発を進めることが

企業の中長期的な成長のための課題といわれています。 

また、大学生の情報ツールやデバイスの利用は年々変化しています。最近では、大学生の多くは電子メールを

パソコンで読み書きする機会は少なく、スマートフォンを利用したコミュニケーションや情報共有を行っており、

新しいサービスを楽しみながらも生活の中に次々と取り込んでいます。 

そこで、損保ジャパン日本興亜と関東学院大学では、ＡＩスピーカーなど最新のデジタル技術の活用において、

デジタルネイティブ世代の生の声・インサイトに触れ、この世代に対応した商品・サービスの開発につなげるた

め、新たに産学連携の取組みを開始します。                                    

このたび、関東学院大学において、ＡＩスピーカーの市場特性や海外事例等についてディスカッション形式の

講義を実施し、ＡＩスピーカーの今後の活用可能性やデジタルネイティブ世代の生の声・インサイトを探ります。 

 

【授業概要】 

  ７月６日（金） 

① １０：４５－１２：１５  人間共生学部 コミュニケーション学科「ネット・コミュニケーション」 

② １３：１５－１４：４５ 人間共生学部 コミュニケーション学科「インターネットと情報発信」 

 

 ※講義終了後、講義に出席した学生を対象にWebアンケートを実施します。 

 


